
664 

終
戦 

松
島
海
軍
航
空
隊
同
期
の
死 

宮
城
県 

 

櫻 

田 

喜
一
郎 

 
 

  

私
の
父
は
特
進
の
陸
軍
中
尉
、
大
東
亜
戦
争
は
仙
台
の

部
隊
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
し
て
お
り
ま
す
。
復

員
の
時
は
、
祖
母
、
父
母
、
弟
二
人
、
妹
三
人
と
九
人
家

族
で
し
た
。 

そ
の
父
が
職
業
軍
人
で
満
州
第
八
百
五
十

三
部
隊
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
関
東
省
春
化
な
ど
で
、

昭
和
十
四
、
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
こ
ろ
、
約
一
年
、
日

本
人
学
校
に
お
り
ま
し
た
。
ソ
連
と
の
国
境
近
く
で
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
方
面
は
肉
眼
で
も
ロ
シ
ヤ
人
が
ス
ケ
ー

ト
で
走
り
回
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
小
学
校
四
年

こ
ろ
内
地
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

私
は
県
立
佐
沼
中
学
四
年
で
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
を

志
願
し
ま
し
た
。
全
国
中
学
生
は
、
こ
の
年
だ
け
五
年
、

四
年
生
が
一
緒
に
卒
業
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

我
が
母
校
の
旧
制
県
立
佐
沼
中
学
の
先
輩
に
は
真
珠
湾

攻
撃
の
軍
神
・
鈴
木
三
守
中
佐
が
お
り
ま
す
。
ま
た
当
時
、

学
校
訪
問
と
言
っ
て
陸
士
、
海
兵
、
学
徒
動
員
な
ど
の
先

輩
が
訪
問
し
て
き
て
、
学
校
は
軍
人
一
色
で
し
た
。
県
立

佐
沼
中
学
に
も
配
属
将
校
が
来
て
、
毎
日
の
よ
う
に
軍
事

訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
文
字
通
り
身
体
に
傷
害

の
あ
る
人
以
外
は
軍
隊
に
志
願
せ
よ
と
の
声
が
い
っ
ぱ
い

で
、
軍
国
主
義
一
色
で
し
た
。 

 

私
の
海
軍
航
空
隊
の
入
隊
は
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
、
第

二
岡
崎
航
空
隊
で
普
通
科
の
教
程
・
訓
練
を
経
て
、
松
島

海
軍
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
航
空
隊
は
郷
里
に
近
く
、
こ
こ
へ
配
属
さ
れ
た
こ

と
に
は
と
て
も
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
が
、
こ
こ
は
練
習
航

空
隊
で
、
一
式
陸
攻
、
九
六
艦
攻
な
ど
の
大
型
機
の
練
習

航
空
隊
で
し
た
。
そ
し
て
私
達
は
練
習
生
で
す
か
ら
、
教

程
や
訓
練
で
も
何
も
分
か
ら
ず
、
毎
日
が
精
一
杯
で
し
た
。 

 

折
し
も
八
月
八
日
、
九
日
、
十
日
に
わ
た
っ
て
、
金
華

山
沖
に
現
わ
れ
た
米
空
母
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
か
ら
、
延

べ
一
千
機
と
も
言
わ
れ
た
グ
ラ
マ
ン
・
カ
ー
チ
ス
戦
闘
機

が
来
襲
し
、
機
銃
掃
射
を
主
体
と
す
る
激
し
い
奇
襲
攻
撃

が
あ
っ
た
の
で
す
。 
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我
々
練
習
生
は
夢
中
で
近
く
の
梨
畑
に
逃
げ
込
み
ま
し

た
が
、
そ
の
時
、
私
と
一
緒
に
入
隊
し
た
同
期
で
岩
手
県

出
身
の
Ｉ
君
（
昭
和
二
年
六
月
十
五
日
生
れ
）
が
敵
弾
に

当
た
り
、
八
月
九
日
午
前
九
時
四
十
二
分
に
死
亡
し
ま
し

た
。
名
誉
の
戦
死
で
し
た
。 

 

飛
行
兵
長
が
戦
死
し
た
の
も
、
そ
の
時
で
し
た
。
そ
の

飛
行
兵
長
は
、
何
を
思
っ
た
の
か
、
逃
げ
込
ん
だ
梨
畑
か

ら
次
の
安
全
な
と
こ
ろ
へ
逃
げ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
真

っ
向
か
ら
グ
ラ
マ
ン
の
攻
撃
に
合
い
、
バ
ッ
タ
リ
と
名
誉

の
戦
死
で
し
た
。
私
の
い
た
前
方
十
メ
ー
ト
ル
の
所
で
し

た
の
で
、
今
で
も
当
時
の
こ
と
が
目
に
浮
ぶ
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
後
で
知
っ
た
の
で
す
が
、
飛
行
兵
長
の
受
け
た

機
銃
弾
は
、
右
背
部
盲
管
肺
損
傷
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
夢
中
で
梨
畑
か
ら
田
圃
に
逃
げ
、
稲
の
中
を

は
い
つ
く
ば
っ
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
鹿
妻
の
山
の
中
に

逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
。
そ
こ
は
小
高
い
丘
で
、
航
空
隊
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
グ
ラ
マ
ン

の
攻
撃
で
航
空
隊
の
中
は
火
の
粉
が
巻
き
上
が
る
よ
う
に

燃
え
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
敵
襲
が
終
わ
っ
た
三
日
後
に
、
こ
の
空
襲
で
戦
死

し
た
同
期
の
Ｉ
君
や
飛
行
長
の
亡
骸
を
鹿
妻
の
火
葬
場
で

荼
毘
に
付
し
、
夜
、
航
空
隊
葬
を
行
い
、
ご
遺
骨
等
は
そ

れ
ぞ
れ
故
郷
に
送
ら
れ
た
訳
で
す
。
当
日
は
も
ち
ろ
ん
八

月
で
暑
い
日
で
し
た
が
、
お
棺
の
板
の
合
わ
せ
目
の
間
か

ら
は
虫
が
涌
き
、
そ
し
て
臭
い
も
激
し
く
大
変
気
の
毒
に

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
も
二
、
三
日
は
食
事
も
喉
を

通
ら
な
い
有
様
で
し
た
。 

 

ま
た
当
時
は
、
松
島
航
空
隊
に
は
敵
空
母
に
よ
る
空
襲

に
対
処
す
る
た
め
に
、
第
七
百
六
航
空
整
備
隊
、
第
四
百

五
銀
河
飛
行
隊
な
ど
が
配
属
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
航
空

隊
か
ら
は
敵
空
母
の
偵
察
の
た
め
偵
察
機
二
機
が
飛
び
立

ち
ま
し
た
が
、
内
一
機
は
未
帰
還
機
と
な
っ
た
ま
ま
終
戦

に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

終
戦
五
十
年
も
過
ぎ
た
あ
る
日
、
町
内
の
予
科
練
の
後

輩
で
あ
る
中
野
寿
郎
君
の
私
宅
に
一
冊
の
本
「
空
染
む

屍
・
三
浦
大
助
、
弟
の
銀
河
を
追
っ
て
」
が
届
き
ま
し
た
。 

 

彼
は
「
櫻
田
さ
ん
、
終
戦
時
に
松
島
航
空
隊
に
お
ら
れ
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た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
当
時
の
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
本
は
、
米
山
町
吉
田
公
民
館
に
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
未
帰
還
の
一
機
が
隣
町
の
三
浦
大
策
一
等
飛

行
兵
曹
、
木
村
隊
長
同
乗
の
先
輩
な
の
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

彼
の
生
家
は
登
米
市
中
田
町
大
泉
神
畑
で
し
た
。
お
盆

に
は
中
野
君
と
兄
で
あ
る
三
浦
大
助
氏
宅
に
行
き
、
私
は

終
戦
時
に
松
島
航
空
隊
に
い
た
こ
と
を
話
し
、
当
時
の
空

襲
で
航
空
隊
の
惨
状
の
様
子
を
詳
し
く
お
話
し
ま
し
た
。 

 

そ
う
す
る
と
、
大
助
さ
ん
は
「
実
は
弟
の
戦
死
が
、
ど

う
も
不
思
議
な
感
じ
で
、
役
場
退
職
後
、
助
役
も
し
な
が

ら
矢
本
の
航
空
自
衛
隊
の
教
官
た
ち
に
お
聞
き
し
、
こ
れ

ま
で
調
べ
上
げ
た
も
の
を
記
録
し
た
本
で
す
」
と
話
し
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

弟
大
策
は
愛
国
心
の
強
い
弟
で
、
十
一
人
兄
弟
の
末
っ

子
、
父
母
も
大
変
ほ
め
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）
年
五
月
二
十
日
生
れ
、
昭
和
十
七
年
九
月

一
日
、
第
二
海
兵
団
志
願
、
昭
和
十
八
年
七
月
二
十
四
日
、

丙
種
予
科
練
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
日
、
一
飛
行
兵
曹
と

な
り
、
六
月
十
一
日
に
第
七
百
六
航
空
隊
所
属
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

矢
本
史
に
よ
り
ま
す
と
「
そ
の
一
機
が
木
村
隊
長
の
銀

河
三
人
乗
り
の
飛
行
機
で
、
同
乗
の
一
人
が
三
浦
大
策
一

飛
曹
で
岩
手
県
田
老
町
東
方
沖
七
・
五
キ
ロ
沖
で
米
軍
機

七
機
と
交
戦
、
撃
墜
さ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
大
曲
の
農
家
の
男
の
方
も
機
銃
で
死
亡
と
か
、
航
空

隊
関
係
者
十
人
ぐ
ら
い
戦
死
と
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

と
に
か
く
、
空
襲
で
飛
行
場
は
穴
だ
ら
け
、
格
納
庫
は

三
棟
共
に
屋
根
の
ト
タ
ン
は
蜂
の
巣
の
よ
う
な
穴
だ
ら
け

と
な
り
、
掩
退
壕
の
中
は
爆
撃
で
潰
さ
れ
、
そ
れ
は
そ
れ

は
酷
く
、
交
戦
等
は
な
く
完
全
な
負
け
で
し
た
。 

 

八
月
十
五
日
正
午
の
玉
音
放
送
で
も
終
戦
か
何
が
な
に

や
ら
私
達
に
は
分
か
ら
ず
、
と
く
に
練
習
生
な
の
で
言
わ

れ
る
が
ま
ま
で
、
私
達
は
家
が
近
い
と
て
残
務
整
理
に
残

さ
れ
、
一
日
一
日
が
大
変
長
く
、
ま
だ
十
九
歳
で
し
た
の

で
、
早
く
帰
り
た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

 
十
一
月
一
日
に
復
員
命
令
が
あ
り
、
こ
れ
で
あ
あ
帰
れ

る
と
喜
び
ま
し
た
。 


